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図 1. 化学構造式ワークショップの概要  
  

































































図 2. 知識習得度確認テスト , A:プレテスト , B:ポストテスト , 
正答に〇を示した   
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（WS vs 講演）4 3 2 1
2 有機化学・構造式が好き 4.2 20.8 20.8 54.2 1.75 1.92 0.372
3 添付文書で構造式を確認 0.0 33.3 66.6 0.0 2.33 2.45 0.319
4 IFで代謝物の構造を確認 0.0 20.8 54.2 25.0 1.96 2.12 0.272
5 構造から医薬品の性質を考察 0.0 29.2 54.2 16.6 2.13 2.03 0.431
6 構造から医薬品の溶解性を考察 0.0 45.8 41.7 12.5 2.33 2.26 0.490
7 構造から医薬品の配合変化を予測 0.0 37.5 33.3 29.2 2.08 1.92 0.269










（WS vs 講演）4 3 2 1
1 内容に興味がもてた 66.7 33.3 0.0 0.0 3.67 3.50 0.239
10 内容を理解できた 29.2 58.3 8.3 4.2 3.13 2.91 0.149
15 今後も学習会へ参加したい 50.0 41.7 8.3 0.0 3.42 2.90 0.003




果 , A:総合平均点 , B:項目別平均正答率   
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図 4. 質問 9「本日の内容で , もう少し学びたい部分はありま
すか？」（複数回答可）の単純集計比較   
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